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しののめ ➨117ྕ
䠄ᖹᡂ31年01月ྕ䠅

ＥＥ.Ｅ.ＴＴＴ.ＴＴＴＴＴＴ.ＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣ. 䛂教⫱をタ䜲䝮䝸ーに䝏䜵ン䝆す䜛䛃

受講して学んだことを校内でアウトプット！

研修講座「小学校プログラミング教育キックオフ」を受講いただ
いた先生の「総合的な学習の時間」での授業実践をご紹介します。

䖩㌟のᅇりから䝥䝻䜾䝷䝭ン䜾さ䜜てい䜛䜒のをぢ䛴けよ䛖䟿

• 䝀ー䝮䜔䝔䝺䝡、䝇䝬䝩䛺䛹䝁ン䝢䝳ータ䛜౑䜟䜜てい䜛䜒の䛜たくさ䜣䛒䜛。

• 䝁ン䝢䝳ータは䝥䝻䜾䝷䝮でືいていて、䝥䝻䜾䝷䝮はே䛜స䛳てい䜛䜣だ䛽。

䖩䝥䝻䜾䝷䝮のしくみをᏛ䜌䛖、య㦂しよ䛖䟿

• ⣬䜔యを౑䛳て㡰ḟ、⧞り㏉し、᮲௳䛺䛹の䝥䝻䜾䝷䝮の௙⤌みを▱䜛。

• 䝁ン䝢䝳ータは、࿨௧さ䜜たこ䛸を䝥䝻䜾䝷䝮の通りに⧞り㏉すこ䛸䛜ᚓព。

• 䝥䝻䜾䝷䝭ン䜾は䜐䛪かしい䛸ᛮ䛳ていた䛜、䜔䛳てみ䜛䛸、ពእ䛸⡆༢でᴦしい䟿

䖩䝥䝻䜾䝷䝭ン䜾によ䛳て、᪂しい䜒のを㛤Ⓨしよ䛖䟿

• 䝥䝻䜾䝷䝭ン䜾さ䜜てい䜛䜒の䛜ቑ䛘ていけ䜀、生ά䛜䜒䛳䛸౽฼に䛺り䛭䛖だ。

• ⮬ศ䜒䝥䝻䜾䝷䝭ン䜾で᪂しい䜒のを㛤Ⓨしてみたい䛺。

⚾たちの㌟のᅇりにはᩘከくの䝁ン䝢䝳ータ䛜ά⏝さ䜜てい䜛こ䛸にẼ௜䛝、
䝥䝻䜾䝷䝭ン䜾をᐇ㝿にయ㦂す䜛こ䛸を通して、䝁ン䝢䝳ータ䛜䝥䝻䜾䝷䝮でື
いてい䜛こ䛸、䝥䝻䜾䝷䝮はே䛜సᡂす䜛こ䛸、䝁ン䝢䝳ータのᚓព䛺こ䛸䛸で
䛝䛺いこ䛸䛜䛒䜛こ䛸に䛴いてẼ௜く䛸䛸䜒に、䝁ン䝢䝳ータをά⏝してい䛝た
い䛸い䛖ពḧを㧗䜑䜛こ䛸を┠ᶆに඲5 ᫬㛫のᤵᴗ䛜ᐇ᪋さ䜜ました。

䠆༢ඖのᒎ㛤䠆
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本単元における具体の流れ 

平成30年度 教育課程編成・学習指導の基本（長野県教育委員会）p41より 

 

ミガコ先生

安全には留意しながらも，子どもが 
思いついたことをできるように，

様々な工具や材料を用意する 
ことで，多様な気付きが 
生まれていきます。 

つなぐ先生 

生活編 

教師の用意した単なる体験や活動だけにならないように，子ども一人一人の「気付き
の質の高まり」を意識しながら，単元づくりを進めることが大切です。生活科では，
体験活動と表現活動とが繰り返されることで，活動の質は高まり，学びも深まってい
きます。子ども自らが生み出す学習活動を大切に，単元をつくってみましょう。 

生活科では，具体的な活動や体験を行うことは大前提だと言われているので，活動を中

心にして授業を展開しているつもりだけれど，子どもたちが楽しそうに活動していて

も，「ただ遊んでいるだけ」にも見えてしまって…。 

単元をつくろう⑨

気付きを自覚したり，関連付けたり，視点を変えて捉えたりすることで， 
気付きの質は高まり，生活科における深い学びの姿へとつながっていきます。 

「見て！ドングリがコマに 
なっちゃった。」 

あんな風にすればコマが作れるんだ。

ぼくも作ってみたいな。 

互いにコマを回し合っているわ。 
どちらが長く回っているのか 
気になるのね。バトル場を 
用意してみようかしら。 

丸いドングリを使っている友だちは

よく回っているぞ。ぼくも丸い 
ドングリで試してみよう。 

比較，分類，関係付けの視点に 
よって，分析的に考える 
ようになっていきます。 

何度も対象と関わりながら表現する

ことを繰り返すことで，子どもは気

付きを確かなものにしていきます。 
「こうしたらこうなった」を大切に

することで，因果関係がはっきりし

働きかけた自分に対して，自己 
肯定感も高まっていきます。 

「どんな工夫をしたのか教えて。」 

「細長いドングリを丸いドングリに

変えてみたら，フラフラしな 
いでよく回ったんだよ。」 

-2-



同じ地域貢献でも，それぞれの学科の視点
からそれぞれの取組があって，今後の参考
になった。自分たちの活動が多くの方に見
て，知っていただけて良かった。（高校生） 

高校生の発想の素晴らしさ，問題を解決
する粘り強さ，素晴らしいものでした。
他学科の学びと合わせると、もっと広が
りができると思いました。（来賓） 

地域社会と連携して学ぶ姿は，未来に向

けた姿だと思いました。学びに自信を持

っている姿が、素晴らしい。（高校職員） 

機械やゲーム，プログラムのことを知るこ
とができてよかった。高校生に教えてもら
ってプログラムが動いた，楽しかった。 
（キッズプログラミング講座参加小学生）

発表参加校 

下高井農林 中野立志館 須坂創成 長野工業 更級農業 屋代南 上田千曲
丸子修学館  小諸商業  諏訪実業  岡谷工業  駒ヶ根工業 下伊那農業 木曽青峰 
松本工業  南安曇農業 穂高商業  松商学園  エクセラン

高校生で，こんなにすごいことが出来る
ことを知って，高校に行くのが楽しみに
なりました。実演もあり，興味を持つ事
ができて良かったです。（中学生） 
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展示実演販売

ステージ発表

発表内容に対するアンケート評価
⑤とてもよかった ④ ③よかった ② ①よくなかった

※グラフ中の数値は人数

どの展示も素晴らしく，高校生の頑張りが

伝わってきました。各校の取組を知ること

ができて，良い機会でした。（中学生保護者） 

県内の専門学科・総合学科の高校生，関係者２２６名の皆様にご来場いただきました。 

ステージ発表では，農業・工業・商業・家庭・福祉・総合学科の各分野で14団体が学習の

成果を発表し，学習交流会では28団体が作品展示，実演，販売実習を行いました。 

専門学科・総合学科の学びを知ることで，未来を創造するきっかけとなりました。 
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今年度の内容
をご案内します。

ぜひご参加くだ
さい。
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お申し込みは、
2月8日までに、
教頭先生を通じて

お願いします。

こちらから
お申込みい
ただけます

お願いします。

当センターH.P.より
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